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地域材を利用したブロイラー鶏舎の整備に関連して 
平成 19 年の肉用若鶏（地鶏等

を除くﾌﾞﾛｲﾗｰ）の出荷羽数は 6 億

2300 万羽で、岩手県は鹿児島県

(19％ )、宮崎県(18％ )に次いで全

国第 3 位 (15％ )となっています。 

二戸地域は古くから全国有数

のﾌﾞﾛｲﾗｰ産地として歴史を有し、

常時 870 万羽が飼養され、地域経

済に大きく貢献する産業となっ

ています。 

しかし、鶏舎建設後 30 年以上

が経過し、耐用年数を超えた鶏舎

も見受けられ、防疫対策や安定生

産のための計画的な施設更新に

よる産地の若返りが必要となっ

ています。 

このような背景もあり、二戸普

及指導区では地域材を活用した

ﾌﾞﾛｲﾗｰ鶏舎の更新や増設、新築工

事を関係者に働きかけています

が、十文字ﾁｷﾝｶﾝﾊﾟﾆｰ㈱からﾌﾞﾛｲﾗ

ｰ鶏舎建築に係る業界知識を得ま

したので紹介します。 

 

(1) 鶏舎資材は輸入品 

日本のﾌﾞﾛｲﾗｰ産業の歴史は、欧

米の 100 年以上の畜産技術（戦地

への肉類供給のための生産ｼｽﾃﾑ

として発達）を導入したもので、

日本には 30 年の歴史しかなく、

現在もﾌﾞﾛｲﾗｰの生産ｼｽﾃﾑや設備

資材の 90％以上は欧米からのﾉｳﾊ

ｳと輸入に依存している。 

 

(2) 地域材活用のｱﾌﾟﾛｰﾁ 

鶏舎建設は輸入商社がｼｽﾃﾑ鶏

舎建設の大半を掌握しており外

材使用となりやすいが、個人農場

主は地元建設業者を優先する場

合があり、制度資金も活用するこ

とから地域材活用は取組み次第。 

なお、改修工事では地域材(ｶﾗﾏ

ﾂ)が使用されている模様。 

 

(3) 鶏舎の規模 

平均的な鶏舎規模は、企業の直

営農場の場合は 300 坪 (1 箇所 10

棟)、個人農場は 200～ 250 坪（1

箇所に 4～5 棟）で、鶏舎様式の

主流は「ｳｲﾝﾄﾞﾚｽ鶏舎」と呼ばれ

る窓のほとんどない木造畜舎で、

1 棟当りの木材使用量 75m3 とな

っているようです。 

 

(4) 飼養羽数 

①１坪で標準 60 羽 

②１年の出荷は 5 回転 

③１鶏舎 300 坪の場合、年間 9 万

羽の出荷 

④出荷までの餌は体重の 3 倍必要

で、１羽当り約 6kg 必要で、１

棟分で 540ｔ必要。 

 

 
 


